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全校朝会
ぜん こう ちょう かい

令和 元年 5月７日
れいわ がんねん

「令和（れいわ）」時代
はじめての全校朝会。

1

令和（れいわ）
万葉集（まんようしゅう）
・奈良時代終わりにできた、日本で一番古い歌集
・全20巻にも及ぶ万葉集の中には、およそ4500も
の和歌が収められている
・その中の「梅の花」の歌、３２種の中からとった

[引用部分]
初春令月、気淑風和、梅披鏡前之粉、蘭薫珮後之香
[書き下し文]

初春の令月にして、気淑く風和ぎ、梅は鏡前の粉を披き、蘭は
珮後の香を薫らす。
[読み]
しょしゅんのれいげつにして、きよくかぜやわらぎ、うめはきょ
うぜんのこをひらき、らんははいごのこうをかおらす。 2

『令和（れいわ）』とは

人々が美しく、心を寄せ合うなかで文化を
作っていくという意味が込められている。

「令」の意味
よい。りっぱな。

「和」の意味
仲よくすること。互いに相手を大切にし、協力し
合う関係にあること。調和のとれていること。
うるわしいということ。

3

人権について

じん けん

4

足 に 注 目
あし ちゅうもく

みんなの
くつと
ちがう！

5

内側に向いた足を直す

くつ

うちがわ む あし なお
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内側に向いた足（内反足）の例

両足とも内側に

曲がっている

うちがわ む あし ないはんそく れい

りょうあし うちがわ

ま

7

どんどん成長した

小 １ 小 ６

生まれたばか
りの頃から５
才くらいまで
お医者さんに
通い、だいぶ
よくなった。

でも、足は、
まだ少し、内
側を向いてい
た。

8

なやんでいた

う ち が わ む あし

内側に向いた足

9

「やけど」
のあと

10

ひだり て

左手のやけど

なやんでいた
11

う ち が わ む あし

内側に向いた足

大きなやけどのあと

なやんでいた
12
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「いやだなあ！」
「何でこんな足なんだ！」
「やけどが見えないように
しよう」
「はずかしい！」、…
などと、ずっと思っていた。

しかし、…
13

これまで

足のことでばかにされた
ことは、一度もない。

「足がへん」などと言われ
たことは、一度もない。

14

手のやけどのことでばかに
されたことは、一度もない。

「気持ちが悪い」などと言
われたことは、一度もない。

これまで

15

とってもやさしい友だち、
自分のことを考えてくれる友
だちにかこまれて生活できて、
とっても幸せだった。

思いっきり遊んで、とっても
楽しい小学校生活だった。

16

体のこと、言葉のこと、
くせなど、直したくても
直せないことについて、
ばかにすることは、ぜっ
たいにしないでほしい。
いや、してはいけない。

からだ こと
ば

なお

なお

17

みんなで やくそく したいこと

１自分に負けない

２いじめをしない

３うそを言わない

４友だちのいやがることを
しない
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１ 自分に負けない

●自分（じぶん）の弱（よわ）い
ところ、よくないところに
まけない。

●おもしろいこと、楽（らく）なこ
とを優先（ゆうせん）してしまわ
ない。

じぶん ま

19

２ いじめをしない

●暴力や言葉で人を傷つけない。
●無視や、仲間はずれをしない。
● からかったり、相手の人がいやな
ことをしない。
●困っている友だちがいたら、声を
かける。

いじめは、ぜった
いにゆるさない！

20

３ うそを言わない

●昔から、「うそつきはどろぼうの始ま
り」と言われ、「うそつき」は、悪いこと
をする始まりになると教えられてきた。
●うそは、人をだますと同時に、自分
もだまし、悪いことを平気でするよう
になってしまう。
●うそをつくと、自分がいやな気持ち
になったり、人を悲しませる。

21

４ 友だちのいやがること
をしない

●人のいやがること、困ることをしない。
●人のいやがること、困ることをしてい
る友だちがいたら、それを止める勇
気をもつ。
→自分でできないときは、おとなの人
や先生に話す

22

みんなで したいこと

１ 自分に負けない

２ いじめをしない

３ うそを言わない

４ 友だちのいやがることをしない
23

「みんなに
やさしく」

茨城県日立市
小学生
１１才

松川 祥馬さん

読売新聞
朝刊
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友だちにやさしく、
自分にきびしくし、

自分のよわいところにうちかって、

さらに、人にやさしい
深谷小学校に

していきましょう。

25

全校朝会

おわり

ぜん こう ちょう かい

「令和（れいわ）」時代
はじめての全校朝会。
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